
5款　2項　1目

【会計】国民健康保険特別会計

5款：保健事業費　2項：保健事業費　1目：保健事業費

8

【予算額】

一般財源 国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財

6,733千円

【事業の概要】

【予算額の節別内訳】

予算額

1 報酬

会計年度任用職員報酬 1,129千円

3 職員手当等 250千円

8 旅費

52千円

10 需用費

消耗品費 33千円

11 役務費

通信費 31千円

12 委託料

5,236千円

13 使用料及び賃借料

駐車場使用料 2千円

6,733千円

【活動指標・成果指標】　

訪問時コインパーキング使用料

計

パートタイム会計年度任用職員費
用弁償（通勤費）

指標名 令和4年度計画値

特定健康診査未受診者勧奨実施回数 2回

会計年度任用職員（１人分）の報酬

会計年度任用職員分職員手当（期末手当等）

会計年度任用職員分通勤費

事業用消耗品

人工知能を活用した特定健康診
査受診勧奨委託料

保健指導対象者等への通知等に係る郵便料

人工知能を活用した特定健康診査受診勧奨委託料

事業の目的 ・生活習慣病の発症と重症化の予防及び適正な医療受診を推進します。

事業の効果
・生活習慣病の発症と重症化の予防及び適切な医療受診を推進することによって、中長期的かつ急激な医療
費増加の抑制につながります。

節 説明

事業の概要

・特定健康診査未受診者の過去の受診歴及び生活習慣病の有無、年齢等を分析し、個別勧奨を実施しま
す。

・特定健康診査の結果、早急に医療機関受診が必要とされた方に、面接等により受診勧奨を実施し、１か月
以内に受診ができるよう支援します。

・佐倉市薬剤師会と協力し、重複服薬者の抽出と情報提供等を行います。

・人工知能を活用し、未受診者ごとに適した特定健康診査受診勧奨を実施します。

令和4年度　当初予算要求事業内容説明書

施策4　医療費の適正化を図ります

事業 保健指導事業

担当所属 健康保険課

予算要求額
（財源内訳）

6,733千円

基本施策5　健康づくり

第1章　ともに支え合い誰もがいきいきと暮らせるまち（福祉・健康・子
育て）


